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隠

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１７

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
監
査
委
員
の
選
任
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
補
正
予
算
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１１

　
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
議
員
・
髙
場
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
谷
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
議
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行

政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

提 出 議 案 と 審 議 結 果
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韻

　
　
委
員
の
同
意

■
監
査
委
員

　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
荒
　
木
　
　
　
隆
　
氏

（
新
任
）

　
　
条
例

■
非
常
勤
の
特
別
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
改
正

→
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
活
動
時

間
や
業
務
の
負
担
等
を
勘
案

し
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
額
の
改
正
。

■
初
山
別
村
保
育
士
等
修
学

資
金
貸
付
条
例
の
一
部
改
正

→
村
又
は
村
事
業
所
の
常
勤

職
員
と
し
て
、
保
育
士
等
を

継
続
し
て
確
保
す
る
た
め
栄

養
士
追
加
の
改
正
。

垢
 三
谷
議
員

　
栄
養
士
に
は
、
管
理
栄
養

士
も
含
ま
れ
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
と

も
対
象
と
な
る
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

　
１
億
５
１
１
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、　

億
６
２
３
０

２４

万
７
千
円
に
。

【
徴
税
費
償
還
金
利
子
及
び

割
引
料
】

垢
 三
谷
議
員

　
金
額
が
大
き
い
の
で
、
ど

の
よ
う
な
修
正
が
さ
れ
ま
し

た
か
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
農
業
関
係
で
修
正
申
告
が

あ
っ
た
た
め
。

【
一
般
管
理
費
等
の
修
繕

料
】

垢
 鎌
田
副
議
長

　
暖
房
機
器
の
部
品
が
入
り

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
る
。
点
検
を
早
め
に

し
、
冬
季
に
備
え
て
ほ
し
い
。

茅
 加
藤
総
務
課
長

　
物
が
入
り
づ
ら
い
実
態
は

あ
る
。
点
検
等
の
対
応
を
進

め
る
。

【
地
域
経
済
応
援
事
業
委
託

料
】

垢
 斉
藤
議
員

　
昨
年
度
の
利
用
実
績
と
し
、

全
体
、
飲
食
店
用
に
つ
い
て

ど
の
程
度
利
用
さ
れ
た
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
全
体
で
は
　
・
９
％
、
飲

９７

食
店
用
で
　
・
４
％
と
な
っ

９１

て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
万
３
千
円
を
追
加
し
、

２３
２
億
６
０
２
３
万
３
千
円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
１
８
０
千
円
を
追
加
し
、

１
億
９
０
３
８
万
０
千
円
に
。

【
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
エ
ル
ム

の
里
】

垢
 高
場
議
員

　
入
居
者
の
状
況
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
村
の
方
７
名
、
他
町
の
方

２
名
と
な
っ
て
い
る
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
１
８
０
千
円
を
追
加
し
、

１
億
４
４
７
０
万
７
千
円
に
。

　
　
発
議

■
初
山
別
村
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

提
出
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

賛
成
者
 髙
場
志
津
子
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

→
委
員
会
に
つ
い
て
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
で
き
る
よ
う
改
正
。

　
　
決
議
・
意
見
書
案

■
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
対
す
る
決
議

提
出
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

■
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向

け
た
施
策
の
充
実
強
化
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者
 山
本
　
康
男
 議
員

賛
成
者
 斉
藤
　
勝
博
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
１
回
臨
時
会
 

（
５
月
　
日
）

１６

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
の
引
き
下
げ
。

　
年
間
　
△
０
・
　
月
分

１５

■
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正→
有
害
獣
処
分
手
当
の
追
加
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

→
除
雪
ド
ー
ザ
車
の
購
入
。

　
取
得
価
格
１
８
７
０
０
千

円

議会だ よ り

補

正

予

算

条

例

発

議

委

員

の

同

意

決
議
・
意
見
書
案

臨

時

議

会
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農
業
の
生
産
資
材
高
騰
対
策

等
に
つ
い
て

議
員
　
今
日
、
農
業
を
め
ぐ
る
情

勢
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
り
、
飼

料
、
燃
料
、
肥
料
な
ど
生
産

資
材
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、

価
格
高
騰
と
な
っ
て
も
、
販

売
価
格
に
転
嫁
で
き
る
状
況

に
も
な
く
、
営
農
の
継
続
が

危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
更
に
は
現
在
、
水
田
活

用
交
付
金
の
見
直
し
も
重
な

り
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
厳
し
い
環
境
と
な
っ

て
い
る
。
農
業
者
が
い
く
ら

努
力
し
て
も
光
が
見
え
な
い
。

こ
の
厳
し
い
状
況
か
ら
、
将

来
安
心
し
て
、
持
続
可
能
な

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
に
、
次
の
２
点
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

①
生
産
資
材
の
高
騰
対
策
へ

の
考
え
は
。

②
水
田
活
用
交
付
金
の
見
直

し
に
対
す
る
考
え
は
。

村
長

①
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
す
る
中
、

日
本
の
農
業
や
食
料
安
全
保

障
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
肥
料
や
飼
料
を

は
じ
め
農
業
資
材
の
高
騰
は

止
ま
ら
ず
、
農
業
経
営
を
圧

迫
し
て
お
り
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

は
農
家
へ
直
接
補
助
金
を
支

給
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
道

で
は
化
学
肥
料
購
入
支
援
金

給
付
事
業
、
村
に
お
い
て
は

農
業
経
営
継
続
支
援
事
業
と

し
て
、
十
分
な
額
で
は
な
い

が
１
経
営
体
　
万
円
の
支
給

１０

を
行
う
。
ま
た
、
こ
の
状
況

は
暫
く
の
間
続
く
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
、
新
た
な
対
策

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

②
国
は
昨
年
　
月
に
、
水
田

１２

活
用
交
付
金
に
つ
い
て
今
後

５
年
間
水
張
り
が
行
わ
れ
な

い
農
地
は
、
令
和
９
年
度
以

降
交
付
対
象
水
田
と
し
な
い

と
す
る
交
付
条
件
を
厳
格
化

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
令
和
３
年

の
転
作
率
が
　
％
と
な
っ
て

６６

い
る
。
高
齢
化
に
よ
り
水
稲

作
付
が
困
難
と
な
り
転
作
化

し
て
い
る
農
業
者
も
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や

離
農
に
も
拍
車
が
か
か
る
の

で
は
と
懸
念
し
て
い
る
。
農

業
経
営
の
転
換
期
と
と
ら
え
、

収
益
性
の
高
い
需
要
の
あ
る

作
物
へ
の
転
換
、
所
得
と
食

料
自
給
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
冬
野
菜
栽
培
技

術
等
確
立
推
進
事
業
を
新
た

に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
新
た
な
農
業
経
営
の
モ

デ
ル
に
な
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
推
進

し
た
い
。一

問
一
答

議
員
　
　
％
の
転
作
率
で
交
付
金

６６
は
、
村
に
と
っ
て
ど
の
程
度

影
響
が
あ
る
か
。

村
長
　
村
の
実
績
と
し
て
令
和
３

年
約
４
億
円
の
交
付
と
な
っ

て
い
る
。
仮
に
現
在
の
転
作

地
の
半
分
が
要
件
を
満
た
さ

な
い
場
合
、
半
分
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

議
員
　
農
家
に
と
っ
て
は
大
変
で

あ
る
、
今
後
も
農
地
が
な
く

な
ら
な
い
よ
う
支
援
の
継
続

を
。

村
長
　
農
地
も
技
術
も
一
旦
途
絶

え
る
と
、
増
産
し
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
て
も
、
応
え
ら

れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
金
の
見
直
し
は
、
現
在

最
終
的
な
制
度
設
計
の
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
性
、

土
壌
色
々
な
問
題
が
あ
る
。

新
し
い
形
の
支
援
で
、
何
と

か
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
続
け

ら
れ
、
食
料
自
給
率
の
向
上

或
い
は
食
料
安
全
保
障
に
つ

な
が
る
よ
う
な
方
向
に
向
か

え
ば
良
い
と
思
う
。

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ 農業生産資材

　  　　　高騰への対策について

Ａ　十分な額ではないが、
　　　　　１経営体当たり１０万円の支援

宮
　
本
　
村
　
長
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議
員
　
本
年
度
の
村
政
執
行
に
あ

た
り
、
先
進
的
で
持
続
可
能

な
少
数
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
る
。
様
々
な
分
野
で
、
今

ま
で
通
り
の
制
度
や
仕
組
み

で
は
対
応
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
時
代
の
大
き
な
転
換

点
に
あ
る
と
捉
え
、
村
民
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
村
づ
く
り
に
邁

進
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
将
来
展
望
に
立
ち
、
未

来
を
見
据
え
た
方
向
性
と
具

体
的
な
道
筋
を
描
い
て
、
住

民
と
協
働
し
て
ゆ
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
次
の
５
点
に
つ

い
て
、
先
進
的
な
取
り
組
み

方
策
を
村
長
に
伺
う
。

①
本
村
の
人
口
減
少
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
今
後
の
方
策

に
お
い
て
先
進
性
を
ど
う
求

め
る
か
。

②
基
幹
産
業
の
担
い
手
対
策

に
お
い
て
、
後
継
者
に
引
き

継
げ
る
魅
力
あ
る
施
策
と
は
。

③
住
環
境
の
整
備
に
お
い
て
、

画
一
的
な
村
営
住
宅
の
補
修

と
新
築
の
枠
を
越
え
、
新
た

な
発
想
に
よ
る
住
ま
い
の
提

供
は
で
き
る
か
。

④
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

⑤
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る
充
実
方
策
を
ど
の

様
に
し
て
ゆ
く
か
。

村
長

①
人
口
減
少
社
会
と
い
う
現

実
を
受
け
入
れ
、
第
２
期
初

山
別
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
の
基
軸
で
あ
る
、

新
た
な
雇
用
創
出
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
、

安
心
な
住
環
境
の
３
つ
の
目

標
実
現
に
、
柔
軟
な
発
想
で

人
口
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

②
担
い
手
の
育
成
、
確
保
は

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
支
援
制
度
を
今

後
も
継
続
し
、
魅
力
あ
る
施

策
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

③
公
営
住
宅
に
よ
る
整
備
は

困
難
で
あ
る
。
民
間
事
業
者

に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
促

進
に
つ
い
て
、
調
査
、
検
討

し
た
い
。

④
村
内
に
高
速
通
信
網
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年

４
月
よ
り
道
職
員
１
名
の
派

遣
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
利

活
用
へ
の
人
材
育
成
が
課
題

で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し

た
住
民
生
活
へ
の
事
業
展
開

の
た
め
に
取
り
組
み
方
や
考

え
方
に
つ
い
て
、
職
員
研
修

を
実
施
し
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
た
い
。

⑤
村
で
は
、
予
防
と
生
活
支

援
に
重
点
を
置
い
て
推
進
し

保
健
師
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
に
よ
り
事
業
を
実
施
。
充

実
、
推
進
す
る
た
め
人
材
の

確
保
、
人
材
育
成
を
図
り
体

制
の
充
実
に
努
め
た
い
。

一
問
一
答

議
員
　
以
前
よ
り
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

基
幹
産
業
に
特
化
し
た
募
集

の
仕
方
も
一
つ
の
方
法
と
思

う
が
。

村
長
　
募
集
の
方
法
は
色
々
な
方

法
で
良
い
と
思
う
。
今
後

色
々
な
視
点
か
ら
考
え
、
柔

軟
な
発
想
で
や
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
受
け
入
れ
態
勢

も
含
め
検
討
し
た
い
。

議
員
　
当
面
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

移
行
へ
の
方
策
は
。

村
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
方
法
は
、

職
員
の
み
な
ら
ず
住
民
の
皆

さ
ん
に
も
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
。
全
て
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
頼
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
情
報

通
信
基
盤
を
利
用
す
る
こ
と

が
必
要
と
思
う
。

議
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
更
な
る
充
実
の
た
め
独
居

の
方
に
対
し
て
個
別
の
支
援

計
画
が
必
要
と
考
え
る
が
。

村
長
　
高
齢
化
が
進
む
中
で
不
安

を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
複
層
的
見
守
る
こ

と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
る
。
個
別
計
画
ま
で
に

至
ら
な
く
て
も
、
状
況
を
認

識
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い

か
検
討
し
た
い
。

議
員
　
住
民
も
、
活
力
あ
る
元
気

な
村
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思

い
を
共
有
し
て
い
け
ば
、
持

続
可
能
な
少
数
社
会
初
山
別

村
に
な
っ
て
い
け
る
と
期
待

す
る
の
で
、
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　先進的で持続可能な少数

　　　社会を目指す具体性について

Ａ　状況を認識し、

　　　　　柔軟な発想で検討していきたい
髙場　志津子　議員



宇

議会だ よ り
 

「
空
き
家
」、「
こ
れ
か
ら
空

き
家
に
な
る
で
あ
ろ
う
家
」

の
活
用
と
「
公
営
住
宅
」
の

一
部
村
民
開
放
に
つ
い
て

議
員
　
初
山
別
村
の
人
口
は
、
こ

れ
ま
で
年
間
　
～
　
人
の
減

２０

３０

少
傾
向
が
続
き
、
今
年
に

入
っ
て
１
埀１
０
０
人
を
割

り
ま
し
た
。
人
口
減
に
つ
い

て
は
、
他
町
村
に
お
い
て
も
、

国
に
お
い
て
も
苦
慮
し
、
そ

の
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
数

年
後
に
予
想
さ
れ
る
、
人
口

１
埀０
０
０
人
を
割
る
事
態

だ
け
は
避
け
た
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い

「
空
き
家
」
も
目
立
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
程
度
の
良
い

「
空
き
家
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
個
人
で
の
売
買
も

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

全
面
解
決
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
既
存
の
公

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
規
格

内
設
計
で
広
さ
も
、
間
取
り

も
大
体
同
じ
で
す
。
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一
案

と
し
て
、
立
地
条
件
の
良
い

「
空
き
家
」
や
家
族
が
減
り

広
い
一
軒
家
か
ら
公
営
住
宅

へ
の
転
居
を
希
望
す
る
「
こ

れ
か
ら
空
く
で
あ
ろ
う
家
」

を
譲
り
受
け
改
修
し
、
公
営

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
試
み

を
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

②
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
高
齢

者
に
と
っ
て
、
健
康
上
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
村
で
も
保
健
師
を
中
心

と
し
た
対
策
が
行
わ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
村
に
は
村
民
が
「
自
由

に
集
ま
り
、
自
由
に
遊
ぶ
」

場
所
が
た
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知

症
予
防
対
策
、
そ
し
て
児

童
・
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
遊
び
場
と
し
て
、

一
部
公
営
住
宅
を
住
民
に
開

放
し
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

村
長

①
公
営
住
宅
の
定
義
上
補
助

金
を
受
け
た
も
の
だ
け
が
公

営
住
宅
法
上
の
公
営
住
宅
と

さ
れ
て
お
り
、
空
き
家
を
譲

り
受
け
公
営
住
宅
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
空
き
家
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
等
を
活
用

願
い
た
い
の
で
、
制
度
の
利

活
用
の
周
知
に
努
め
た
い
。

社
会
背
景
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
、
効
果
的
な
手
立
て
を

柔
軟
な
視
点
で
対
策
を
検
討

し
た
い
。

②
公
営
住
宅
の
目
的
、
趣
旨

と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
法
令

上
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
対
策

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
区

会
館
等
の
既
存
の
施
設
で
サ

ロ
ン
等
の
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
と

し
て
も
既
存
施
設
の
利
用
で

一
定
程
度
は
充
足
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の

必
要
性
に
応
じ
て
、
様
々
な

視
点
か
ら
、
対
応
策
を
検
討

し
た
い
。一

問
一
答

議
員
　
公
営
住
宅
で
の
生
活
が
、

す
で
に
手
狭
に
な
っ
て
い
る

住
民
に
対
し
、
も
っ
と
広
い

家
に
と
い
う
、
住
居
へ
の
思

い
を
叶
え
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
を
考
え
る
か
、
ま

た
そ
の
展
望
は
。

村
長
　
住
環
境
、
子
育
て
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
空
き
家
を
活
用
し
、
子
育

て
支
援
、
地
域
の
元
気
に
繋

げ
る
た
め
の
、
仕
組
み
に
つ

い
て
検
討
を
し
た
い
。

　
空
き
家
の
活
用
が
、
未
来

に
繋
が
る
一
つ
の
手
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
早
い
対
応
が
で

き
る
し
、
方
法
を
早
く
検
討

し
た
い
。

議
員
　
冬
場
に
お
け
る
、
高
齢
者
、

子
ど
も
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
つ
い
て
。

村
長
　
公
営
住
宅
で
は
で
き
な
い

の
で
、
村
に
あ
る
利
活
用
可

能
な
空
き
家
を
含
め
た
中
で
、

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
閉
じ

こ
ま
ら
な
い
こ
と
が
、
健
康

の
た
め
に
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
子
ど
も
達
も
学
校
以

外
で
話
が
で
き
る
場
所
が
あ

る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と

と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
た
い
。

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ 村の景観を維持し、村民に充実感が

　  　　　　持てる住居のあり方と工夫

Ａ　社会背景の変化を的確に捉え効果的な
　　手立てを柔軟な視点で対策を検討したい



　
令
和
４
年
度
定
期
監
査
を
６
月

　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
５
日
間
実

２０

２７

施
。
　
監
査
委
員
　
野
村
　
英
雄

　
監
査
委
員
　
山
本
　
康
男

１
　
監
査
対
象

　
令
和
３
年
度
分
に
係
る
財
務
に

関
す
る
事
務
及
び
一
般
事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並
び
に

関
係
書
類
の
閲
覧
お
よ
び
担
当
者

か
ら
の
説
明
を
求
め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び
必
要

と
認
め
る
一
般
事
務
は
良
好
に
処

理
さ
れ
て
お
り
、
事
業
の
執
行
も

適
正
と
認
め
る
。

烏

議会だ よ り

議　会　の　う　ご　き

例月出納検査（監査委員）１６５　　　　月
第２回定例会（議長外全議員）１７留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・小平町）１３

定期監査（監査委員・２７日までの内５日間）２０第１回臨時会（議長外全議員）１６

留萌駐屯地創立記念式典（議長・留萌市）２６例月出納検査（監査委員）１８

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２７留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・羽幌町）２３

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２８６　　　　月
留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）３０羽幌町外２町村衛生施設組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）

２
７　　　　月北留萌消防組合議会臨時会（加藤議員・羽幌町）

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）６～７議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
７

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１５議会全員協議会（議長外全議員）

例月出納検査（監査委員）１９初山別村消防団春季消防演習（議長及び加藤議員）１２

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査

委員・８月１日までの内５日間）
２５

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
１４

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
編
集
後
記

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内

発
生
か
ら
二
年
以
上
が
経
過

し
、
感
染
者
は
減
少
し
て
き

た
よ
う
に
は
見
え
る
が
、
ま

だ
ま
だ
安
心
は
で
き
な
い
。

　
わ
が
村
が
、
感
染
拡
大
を

抑
え
ら
れ
て
い
る
の
は
村
民

一
人
一
人
の
自
粛
や
予
防
と

い
っ
た
意
識
の
持
ち
方
が
し
っ

か
り
し
て
い
た
か
ら
と
思
う
。

制
限
が
緩
和
さ
れ
て
き
て
い

る
が
、
村
の
岬
ま
つ
り
が
中

止
と
な
り
、
残
念
で
寂
し
い

限
り
。少
し
で
も
早
く
村
に

活
気
が
戻
り
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
ふ
れ
あ
い
の
場

が
持
て
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

（
文
責
・
長
谷
川
幸
廣
）

　
７
月
６
日
、
札
幌
で
北
海
道
町
村

議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

泉
宏
氏
。故
田
中
角
栄
首
相
の
番
記

者
と
し
て
記
者
活
動
を
始
め
、
以
来

　
年
以
上
政
治
を
見
続
け
「
岸
田
首

４０相
に
最
も
近
い
男
」
と
言
わ
れ
い
る
人

物
だ
。参
議
院
選
挙
を
４
日
後
に
控

え
て
の
演
題
は
「
参
院
選
最
終
情
勢

分
析
と
選
挙
後
の
政
局
展
望
」
で
、

「
今
、
永
田
町
で
誰
が
何
を
考
え
、
誰

が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
政

界
の
裏
話
を
交
え
、
自
民
党
ａ
ｎ
ｄ

公
明
党
が
負
け
る
要
素
が
無
い
。岸

田
政
権
は
次
の
選
挙
２
０
２
５
年
７

月
ま
で
の
３
年
間
は
黄
金
の
３
年

間
？
 コ
ロ
ナ
は
終
息
し
な
い
？
 ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
こ
の
ま
ま
続
く
？
 問
題

は
物
価
高
騰
だ
、
パ
ワ
ー
イ
ン
フ
レ

に
株
価
が
下
が
れ
ば
日
本
は
ひ
と
た

ま
り
も
な
い
、
選
挙
に
勝
っ
た
瞬
間

か
ら
再
来

年
ま
で
は

岸
田
政
権

に
と
っ
て

裁
量
が
試

さ
れ
る
２

年
間
と
な

り
そ
う
だ
。

と
い
っ
た

内
容
の
講

演
だ
っ
た
。

副村長室での講評

議

員

研

修

会

定

期

監

査

報

告



７ 月のこんなことあんなこと

羽

■遠軽町出身　　　　　　　　■配属

　昭和５３年１２月生まれ　　　　　経済課農林畜産係

■抱負

　日本一寒い町で知られる陸別町より参りました。札幌で１７年程営

業・システム構築を経験した後２年程陸別町で保険の仕事に携

わっておりました。この度縁がありまして初山別村役場で働かせて

いただくこととなりました。自身の社会経験を活かしつつ１日でも

早く皆様のお力になれますよう努力してまいります。趣味はキャン

プとドライブで、初山別村には素晴らしいキャンプ場があると聞いて

おりますので今からとても楽しみです。どうぞよろしくお願いします。

令和４年令和４年度度　初山別村新規採用職員の紹初山別村新規採用職員の紹介介

　夏の交通安全運動の始まりにあわせ、初山別駐在所前

の国道沿いで村民総監視が行われました。交通安全推進

委員会の皆様のほか住民の方が黄色い旗を持って沿道に

整列し、安全運転を呼びかけました。今回も「しょさま

る」が参加し、道行くドライバーを引き留めるのに一役

買っていたのではないでしょうか。（７月１４日）

夏の交通安全運動　村民総監視

佐　藤　浩　章
（さとう　ひろあき）

　海開き前の豊岬海水浴場清掃が行われました。海岸の

漂着物を焼く煙に苦戦しながらも、多くの村の方がボラ

ンティア活動に協力してくださいました。また、地域貢

献の一環として、自衛隊留萌駐屯地の皆様がお手伝いし

てくださいました。

　ご協力くださいました皆様、ありがとうございました。

（７月２日）

豊岬海岸清掃

　観光シーズンを目前に、村の環境美化の一環として道

路一斉清掃が初山別市街地にて行われました。当日は各

町内会で声を掛け合い、お年寄りから小さな子供まで、

ボランティア活動に参加してくださいました。道路脇の

雑草やゴミが取り除かれ、とてもきれいになりました。

　ご協力くださいました皆様、ありがとうございました。

（７月２日）

初山別地区道路一斉清掃



●７月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別地区道路一斉清掃
豊岬海岸清掃

２松

ほしっこくらぶ
村バレーボール協会結成記念大会

６昌

予防接種７昭

しょさんべつ農楽校「土寄せ体験」９松

第２６回参議院議員通常選挙１０掌

ほしっこくらぶ
乳幼児健診

１３昌

村民総監視１４昭

農業委員会総会１５金

予防接種２１昭

龍谷高校吹奏楽部 演奏会２３松

コロナ予防接種（初山別）３１掌

迂

　村バレー

ボール協会

主催の結成

記念大会が

村スポーツ

センターで

開催されま

した。本大会はＡリーグ・Ｂリーグ合計で６

チームが参加し、大いに盛り上がりました。熱

戦の末、優勝はＡリーグ「ブラザーズＴ」、Ｂ

リーグ「ｖｉｖｉｄ」となりました。おめでとうござ

います！（７月６日）

村バレーボール協会結成記念大会

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（７月６日）

ほしっこくらぶ －７月号－

　今後の私

たちの生活

と、国の将

来を決める

うえで重要

な参議院議

員通常選挙

が行われました。当日は、午前７時から村

内の３投票所で行われ、今回の村の投票率

は７８．５７％と前回よりも０．９４ポイント上回

る結果となりました。写真は午後８時から

行われた開票の様子です。（７月１０日）

第２６回 参議院議員通常選挙

　北留萌消防組合初山別村消防団（小林清秀団長）の春季

消防演習が自然交流センター駐車場にて行われました。閲

団、機械器具点検、訓

練礼式などを実施後、

選抜隊員による小型ポ

ンプ操法が行われました。その後、自然交流センターか

らの出火を想定した火災防ぎょ訓練では、各団員が日頃

の鍛錬ぶりを披露しました。（６月１２日）

春季消防演習《初山別村消防団》

８月の「ほしっこくらぶ」

は３日、１７日に自然交

流センター２階小ホー

ルにて開催予定です。



雨

初山別中学校３年生職業体験「総合的な学習の時間」

　僕は役場での職業体験で広報誌を製作しました。村内で職業体験をする同級生

３人を取材し、記事を作りました。

　７月１５日、初山別中学校の３年生の職業体験が各公共施

設・事業所で行われ、生徒達は働くことの意義を学びまし

た。役場には佐藤奏太さんが訪れ、初山別漁協、繋小屋、

岬センターで働く同級生を取材し村の広報誌製作の体験を

しました。実際に奏太さんが取材し作成した記事をご紹介

します。

初山別中学校３年生　佐　藤　奏　太中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生職職職職職職職職職職業業業業業業業業業業体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験学学学学学学学学学学中学生職業体験学習習習習習習習習習習習

～職業体験学習を終えて～職業体験学習を終えて～～
　様々なところを取材し広報を作成してみて広報がどのような行程を経て自分たち

のところに届くかということや取材の時の大変さ、楽しさについて知ることができ

ました。この体験を糧にこれからの学習にも活かしていきたいと思いました。

カフェ「Tail wind」

　次に取材したのは、繋小屋の中にあるカフェ「Tailwind」

で働いていた岩井陸さん。トマトジュースを使ったパス

タを作っているところを取材しました。「飲食に関わり

たかったので楽しい。」とパスタ作りを楽しんでいました。

北るもい漁業協同組合初山別支所

　まず始めに、初山別漁協で働いていた矢野偉楓さんを

取材しました。冷凍されたたこを大きな冷凍室に収納す

るお仕事をしていました。偉楓さんは「漁業に興味があ

るので面白い」と話していました。

しょさんべつ温泉 ホテル 岬の湯

　最後に取材したのはホテル「岬の湯」で働いていた佐藤仁

志人さん。ホテルの部屋の掃除やベッドメイキングをしていると

ころを取材しました。「かなり体力を使う大変なお仕事で、やり

がいがある。」と言って仕事に一生懸命取り組んでいました。



卯

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

　お久しぶりです。高塚です。新年度初の協力隊通信執筆（？）になります。ご

存じの方もいらっしゃると思いますが、この度高塚は協力隊延長制度にて延長

をさせていただきました。延長期間の予定は今のところ１年の予定です。なの

で、来年の３月までは協力隊として初山別村にいさせていただきますので、改

めましてよろしくお願いします。

　協力隊もメンバーが新たに４名増え、今までとはまた違った場面で住民の皆さん

と関わっていく機会が増えていくと思います。特にＳＮＳ活動に関しましては、今までに

ない更新頻度とクオリティとなっていますので、ぜひ“Ｉｎｓｔａｇｒａｍ”“Ｆａｃｅｂｏｏｋ”

チェックしてみてください！他にも協力隊みんなで考えた新企画など、これか

ら少しずつではありますが、開催していきたいと思っています！

　そして、話は変わりますが、先日村民の方から協力隊通信についてのご意見を

いただき、次回（もしくは次々回）から読んでくださっている方 に々とって、より読み

易いものになるよう趣向を変えようかと話し合っているところです。次回以降、協

力隊通信のチェックの方もよろしくお願いします！

少し遅れて新年度のご挨拶

高塚　　望
任期：４年目
担当地区：豊岬

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

　入村して４ヶ月が経ちました！ ！ まだ４ヶ月！？ と思うくらいの経験をさせていた

だいております！ ！ 山菜採りに連れて行ってもらい、山菜の天ぷらパーティーをした

り、よもぎもち作りのお手伝いをさせてもらったり、農作業支援ではハスカップの剪

定や収穫、さくらんぼ収穫、田植えのお手伝いもさせていただきました。

　個人的な活動としては、特産品の研究第一弾で、初山別産のもち米、小豆、

よもぎ、ハスカップを使った大福を作ったり、椅子ヨガ教室を企画し開催する

ことができました。

　いろいろな場面でいつも村の方に助けてもらい、とてもとても感謝しています。

　これからも引き続き皆様のお手伝い、楽しいイベントを企画できたらなと

思っています♪♪ありがとうございます！

こんにちは！ 石川智実です！ ！

石川　智実
任期：１年目
担当地区：初山別



 Ｇ
Ｉ
値
と
は

　
最
近
よ
く
目
に
す
る
「
Ｇ
Ｉ
値
」。

何
の
値
な
の
か
皆
さ
ん
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
Ｇ
Ｉ
値
は
グ
リ
セ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン

デ
ッ
ク
ス（
Ｇ
ｌ
ｙ
ｃ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
 Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
）

の
略
で
、「
食
後
血
糖
値
の
上
昇
指

数
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
食
品
の

炭
水
化
物
　
ｇ
を
摂
取
し
た
と
き
の

５０

血
糖
値
上
昇
の
度
合
を
、
ブ
ド
ウ
糖

１
０
０
と
し
た
場
合
の
相
対
値
が
Ｇ

Ｉ
値
で
す
。
１
０
０
に
近
い
食
品
ほ

ど
食
後
血
糖
値
を
上
げ
や
す
く
、
低

い
数
字
は
血
糖
値
を
上
げ
に
く
い
食

品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

食
後
の
高
血
糖
を
防
ぐ
場
合
に
は
低

Ｇ
Ｉ
値
の
食
品
が
有
効
で
す
。

 食
後
高
血
糖
の
リ
ス
ク

　
食
事
を
す
る
と
血
糖
値
は
上
昇
し

ま
す
。
し
か
し
、
急
激
な
血
糖
値
の

上
昇
は
生
活
習
慣
病
へ
の
影
響
を
及

ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
質
や
生
活
習
慣
が
乱
れ
る
こ
と

で
細
胞
が
糖
を
吸
収
す
る
力
が
弱
ま

る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
頑
張
っ
て
も

血
液
中
の
糖
を
う
ま
く
細
胞
に
送
り

込
め
ず
、
血
糖
値
が
急
上
昇
し
ま
す
。

す
る
と
、
血
糖
値
を
正
常
値
に
し
よ

う
と
膵
臓
が
大
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
を

出
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
食
後
の
血

糖
値
の
急
上
昇
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、

細
胞
か
ら
大
量
の
活
性
酸
素
と
い
う

物
質
が
発
生
し
て
、
血
管
の
内
壁
の

細
胞
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
血
管
の
壁
が
傷
つ
く
と
、

傷
つ
い
た
部
分
を
修
復
し
よ
う
と
集

ま
っ
た
免
疫
細
胞
が
、
傷
つ
い
た
血

管
壁
の
内
側
に
入
り
込
ん
で
壁
を
厚

く
し
て
血
管
の
内
側
を
狭
め
て
い
き
、

動
脈
硬
化
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
血
糖
値
が
食
後
、
急

激
に
上
が
ら
な
い
よ
う
な
食
事
が
大

切
で
す
。
食
後
の
血
糖
値
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を

抑
え
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 高
Ｇ
Ｉ
値
／
低
Ｇ
Ｉ
値
食
品

　
Ｇ
Ｉ
値
は
炭
水
化
物
を
基
準
と
し

て
い
る
た
め
、
高
Ｇ
Ｉ
値
食
品
は
炭

水
化
物
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
白
米
や
食
パ
ン
、

う
ど
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
、
あ
ん
こ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
反
対
に
低
Ｇ
Ｉ
値
食
品
に
は
、
肉

や
魚
類
、
野
菜
、
き
の
こ
、
海
藻
類

が
あ
り
ま
す
。

 食
後
高
血
糖
を
防
ぐ
食
事

　
高
Ｇ
Ｉ
値
食
品
の
量
を
減
ら
す
だ

け
、
ま
た
は
低
Ｇ
Ｉ
値
の
食
べ
物
だ

け
を
食
べ
る
こ
と
で
食
後
高
血
糖
を

防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
Ｇ
Ｉ
値
は
供
Ｇ
Ｉ
値
が
高
い

食
品
僑
と
供
Ｇ
Ｉ
値
が
低
い
食
品
僑

を
一
緒
に

毅

毅

毅

食
べ
る
と
Ｇ
Ｉ
値
が
下
が

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
白
米
と
一
緒
に
酢
の
物
や
肉
・

魚
の
お
か
ず
を
食
べ
る
こ
と
で
食
事

全
体
の
Ｇ
Ｉ
値
を
下
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
食
品
単
体
で
の
Ｇ
Ｉ
値
よ

り
も
食
事
全
体
の
Ｇ
Ｉ
値
を
下
げ
る

工
夫
を
す
る
こ
と
で
食
後
高
血
糖
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
注
意
点
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ

値
は
あ
く
ま
で
も
炭
水
化
物
に
だ
け

焦
点
を
当
て
て
い
る
た
め
、
脂
肪
の

量
を
無
視
し
た
数
字
で
す
。

　
例
え
ば
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
と
ん
か

つ
の
場
合
、
Ｇ
Ｉ
値
は
低
い
で
す
が
、

脂
肪
は
多
く
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｇ
Ｉ
値

が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
カ
ロ
リ
ー
や

脂
肪
の
量
も
少
な
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。「
Ｇ
Ｉ
値
が
低
い
」
＝
「
カ
ロ

リ
ー
が
低
い
」
と
は
限
ら
な
い
点
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
上
野
）

鵜

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



■
知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

◯
加
入
で
き
る
事
業
主

　
→
建
設
業
を
営
む
方

◯
対
象
と
な
る
労
働
者

　
→
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◯
掛
金

　
→
日
額
３
２
０
円

■
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
申
請
で
の
納
付
も
可

能
で
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

■
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知

ら
せ

　
建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
き
の
特
例
措
置
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

■
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日

数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ

い
。
電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、
労

働
者
の
就
労
日
数
に
応
じ
て
退
職
金

ポ
イ
ン
ト
を
適
正
に
充
当
し
て
下
さ

い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所

持
し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界

を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退

職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
下

さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
制

度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退

共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て

ご
覧
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
０
６
０
儿
０
０
０
４

　
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
３
儿
１

　
北
海
道
建
設
会
館
内

　
緯
０
１
１
儿
２
６
１
儿
６
１
８
６

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
全
国
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
　
人
権
教
育
啓
発

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の

方
々
の
悩
み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
な
ど
の
ご
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
　
●
相
談
は
無
料
で
す
。

　
●
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

・
受
付
：
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
※
祝
日
、　

月
　
日
～

１２

２９

　
　
　
　
　
　
１
月
３
日
を
除
く
）

・
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
相
談
専
門
電
話
：

　
０
１
２
０
儿
７
７
１
儿
２
０
８

※
本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
厚
生

労
働
省
生
活
相
談
充
実
事
業
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
、

そ
の
思
い
を
か
な
え
ま
す

　
北
海
道
警
察
で
は
、
採
用
試
験
受

験
申
込
み
受
付
中
で
す
。

◯
受
付
期
間
：
７
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
８
月
　
日
１９

◯
試
験
月
日
：
９
月
　
日
１８

◯
採
用
予
定
人
数
：
２
０
０
名
程
度

◯
男
性
Ａ
区
分
　
　
名
程
度
、

３５

　
男
性
Ｂ
区
分
　
１
１
５
名
程
度

　
女
性
Ａ
区
分
　
　
名
程
度
、　

１５

　
女
性
Ｂ
区
分
　
　
名
程
度

３５

○
採
用
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

　
（
平
日
８
時
　
分
～

４５

　
　
　
　
　
時
　
分
ま
で
）

１７

３０

　
緯
０
１
２
０
儿
８
６
０
儿
３
１
４

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
の
お
知
ら
せ

窺

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

北
海
道
警
察
官
募
集
中

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



丑

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
採
用
情
報
配
信
し
て
い
ま
す
。

　「
オ
レ
だ
け
ど
急
に
お
金
が
必
要

に
な
っ
た
」「
還
付
金
が
あ
る
か
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
交
換
が
必
要
」「
名
義
貸
し
は
違

法
、
逮
捕
さ
れ
る
」
な
ど
の
電
話
が

き
た
ら
詐
欺
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
が
き
た
と
き
は
、

す
ぐ
電
話
を
切
っ
て
、
警
察
に
相
談

し
て
下
さ
い
。

　
ａ
ｕ
利
用
料
金
の
「
未
払
い
金
」
や

「
ａ
ｕ
 Ｐ
Ａ
Ｙ
」
な
ど
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
通
知
を
装
っ
た
Ｅ
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ

Ｓ
に
よ
り
、
偽
サ
イ
ト
（
フ
イ
ッ
シ

ン
グ
サ
イ
ト
）
に
誘
導
さ
れ
、
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
で
、
不
正
決
済
さ
れ
る
と
い

う
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
、

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
押
さ
ず
に
、
必
ず
公
式
の
ア
プ
リ

や
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

令和４年度　自 衛 官 募 集
試 験 会 場試　験　日受付期間応募資格募 集 種 目

留萌及び旭川
受付時又は自衛隊旭川地方協力本
部のホームぺージにてお知らせします。

年間を通じて
行っております。

１８歳以上
３３歳未満

自衛官候補生
（男子・女子）

１次：留萌及び旭川　
２次：旭川　　　　　

１次：９月１５日～１８日
　　　のうち１日
２次：１０月８日～２３日
　　　のうち１日

７月１日
～９月５日

１８歳以上
３３歳未満

一般曹候補生
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：１次合格通知　
　　　にてお知らせ　
３次：海上自衛隊　　
　　　自衛隊札幌病院
　：航空自衛隊　
　　　静浜基地　　　

１次：９月１９日
２次：１０月１５日～２０日
３次：海上自衛隊
　　　１１月１８日～１２月１４日
　　　のうち１日
　　：航空自衛隊
　　　１１月１２日～１２月１５日
　　　のうち指定する期間
　　　（６日間）

７月１日
～９月８日

海上自衛隊
１８歳以上
２３歳未満

航空自衛隊
１８歳以上
２１歳未満

航 空 学 生
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：札幌　　　　　

１次：１１月５日・６日
２次：１２月６日～１０日
　　　の指定された日

７月１日
～１０月２６日

１８歳以上
２１歳未満

防 衛 大 学 校
（一　般）
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：防衛医大　　　

１次：１０月２２日
２次：１２月１４日～１６日

７月１日
～１０月１２日

１８歳以上
２１歳未満

防 衛 医 大
医 学 科 学 生
（男子・女子）

１次：旭川　　　　　
２次：札幌　　　　　

１次：１０月１５日
２次：１１月２６日・２７日
　　　の指定された日

７月１日
～１０月５日

１８歳以上
２１歳未満

防 衛 医 大
看護学科学生
（男子・女子）

※新型コロナウイルス関連により試験日が変更になる場合もありますが、各

種目試験案内については自衛隊旭川地方協力本部ホームページ内の「募集

種目のご案内」からご確認できます。

● 問い合わせ先

　〒０７７－００４２　留萌市開運町１丁目５１繰２
　自衛隊旭川地方協力本部　留萌地域事務所

　緯０１６４－４２－４６５０

自衛隊旭川地方協力本部葛
ホームページＱＲコード　

詐
欺
電
話
が
き
た
ら
「
＃
９
１
１
０
」

フ
イ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和４年９月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇

（第４水曜日２８日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２８日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２９日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（５日）〇

整形専門外来
予約制

予約制八島医師（７日・１５日・２１日・２９日）〇〇

８：００～１１：００穴口医師（９日・１６日・３０日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１３日・２７日）〇

整形専門外来
予約制 完全予約制八島医師（２日・２２日）〇〇

完全予約制覺田医師（９日・３０日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（８日・１５日・２９日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（６日・１３日・２０日・２７日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師＊変更となる場合もあります。
（６日・７日・１３日・２０日・２１日・２７日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日・２９日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（２日・９日・１６日・３０日）〇皮膚科（毎週金曜日）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診療を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１５日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

ひとのうごき

～令和４年７月末～

人口と世帯数
人口 １,０８３人
　　　（△１人）
 男 ５２１人
 女 ５６２人
 世帯数 　５３５世帯 
　　　（＋１世帯）

（　） は前月比

転　　入

７／２８　野　村　　　暁（初山別）

７／２８　永　長　亜美里（初山別）

碓



問い合わせ先　旭川地方気象台（緯 0166崖32崖7102）　http://www.jma－net.go.jp/asahikawa/

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されてい

る行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小などの

措置をとることがありますのでご了承願います。

　初山別村民憲章　　くらしを楽しみ、しあわせな住みよい村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 臼
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● 今月の主な行事予定 ●
（８／１２～９／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（８月号）１２晶

８

月

１３松

１４掌

初山別村戦没者追悼式１５捷

１６昇

ほしっこくらぶ会場開放日１７昌

予防接種１８昭

破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）１９晶

２０松

２１掌

２２捷

２３昇

２４昌

２５昭

粗大ごみ
広報配布（お知らせ版）

２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

３１昌

予防接種１昭

９

月

２晶

３松

４掌

５捷

６昇

乳幼児健診７昌

８昭

９晶

１０松

１１掌

１２捷

広報しょさんべつ配布（９月号）１３昇

気象台ひと口メモ　～大雨から身を守る「キキクル（危険度分布）」を改善しました～
　気象庁ホームページでは、危険度分布「キキク

ル」を提供しています。「キキクル」は、警報が発表

されたときや激しい雨が降ってきたときに、どこで

土砂災害や浸水害・洪水害の危険度が高まっている

かを知ることができる命を守るための情報です。し

かしながら令和３年５月に「避難情報」が変更となり

ましたが、「キキクル」は警戒レベル４相当「紫」のカ

ラーコードが一致していないこと、また警戒レベル５

相当に対応する「黒」の設定がなく、市町村は警戒レ

ベル５「緊急安全確保」の発令対象区域の判断が困

難でした。このため気象庁では令和４年６月３０日か

ら警戒レベル４相当を「危険」（紫）に統合、警戒レベ

ル５相当の「災害切迫」（黒）を新設し、わかりやすく

危険度を伝えることができるよう改善しました。

　「災害切迫」（黒）は災害がすでに発生している可

能性が高い状況ですので、これを待つことなく「危

険」（紫）が出現した段階で速やかに安全な場所に

避難することが極めて重要になります。８月から９

月にかけては、積乱雲や低気圧による大雨に注意

や警戒が必要です。スマートフォンからも危険度を

把握することができますので、「キキクル」を利用し

て大雨災害から身を守りましょう。

旭日双光章叙勲伝達

　旭日双光章の受賞の栄に浴されました、

故 髙澤國雄様へ、宮本村長より勲記並びに

勲章が伝達されました。受領者は妻の髙澤佳

子様です。高澤様は農業協同組合組合長、

農業委員会会長、

初山別村議会議

長を務められ、

初山別村の振興

と発展に貢献さ

れました。

旭日単光章叙勲伝達

　旭日単光章の受賞の栄に浴されました、

故 新田武夫様へ、宮本村長より勲記並びに

勲章が伝達されました。受領者は妻の新田香

代子様です。新田様は平成１９年から平成３１

年まで初山別村

議会議員として

１２年間在職し、

村政の進展と地

域の発展に貢献

されました。


